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研究背景  
現在、VLBI観測を行う際、天文台が所有する相関器を用いての相関処理を行う必要
がある。我々は山口大学VLBI用相関器を立ち上げ、大学間でのVLBI観測の相関処理

を大学所有の相関器で行うことで、よりスムーズに研究を行うことを目指している。こ
れが完成すると、日本では初となる大学所有のVLBI用相関器となる。 

概要 
山口VLBI用相関器を立ち上げ、鹿島34m電波望遠鏡、山口32m電波望
遠鏡でのVLBI試験観測を行い、山口VLBI用相関器を用いて、相関処理
を行う。その相関処理の結果を用いて、相関器の性能を評価する。 

性能の評価① 
試験観測①の鹿島局の相関器による相関処理と山口局の相関器による相関処理を
比較し、山口局の相関処理自体に問題がないことを検証した。  
 
結果 
今回4C39.25の積分時間を4[sec]にし、それぞれの相関器で相関処理を行い以下の
結果となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
それぞれ位相, Delay, Rateの値は相関器によって違いが生じた。しかし、SNRの値はじ
実績のある鹿島のVLBI用相関器の結果と3％の差で一致した。 
 

観測概要 
試験観測① 
目的:相関器の動作確認 
観測天体:4C39.25 
観測周波数:8,192[MHz]  
観測日:2015年10月9日 
 
試験観測② 
目的:様々な天体強度を持つ天体の観測による稼働試験 
観測概要：銀河中心方向のコンパクト天体のサーベイ 
観測周波数:8,192[MHz] 
観測日:2015年12月7日 

  

表１. 高速VLBI記録装置 

図1.相関器本体の写真 

性能の評価②  
試験観測②での較正天体NRAO530の相関処理を積分時間を変えて行った。フリ
ンジのSNRの評価式 

𝑆𝑁𝑅 =
𝑆𝜈 𝐴𝐾𝑆𝑀𝐴𝑌𝑀𝐺 2∆𝜈𝜏
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より、積分時間𝜏は𝑛倍することで𝑆𝑁𝑅は理論上 𝑛倍になる。このことを用いて、
実際に積分時間変え相関処理を行い、𝑆𝑁𝑅がどのように変動するかを求めた。こ
こではNRAO530の積分時間を1秒、4秒、16秒、30秒、64秒と行い、それぞれの
SNRを比較した。この結果より、相関処理による遅延補正が正確に行われている
かを評価した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また、NRAO530のフラックス密度を4.4[Jy]と仮定し、SNRの理論値を算出した。そ
の結果と相関処理で得られたSNRを横軸を積分時間の平方根、縦軸をSNRとした
グラフで示した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
積分時間を延ばした場合、理論通りにSNRの値は増加した。ただし、実際に得ら
れた結果は天体カタログの測定値を用いたの1/5ほどの値となった。 

今後の展望 
• 今回の結果より、山口大学VLBI用相関器はSNRは実績のある鹿島VLBI用相関の値と3%の差で一致した。位相, Delay, Rateの値はパラメータファイルを
一致させ、再度検討する。SNRが理論値と一致しないことに関しては、バンドパス補正等を考慮して、研究を進めていく。 

 
• 現在、試験観測②のターゲット天体の相関処理を現在進めている。山口VLBI用相関器の完成により、日本初となる大学が所有するVLBI用相関器が誕
生し、大学主導でVLBI観測を実施する準備が整った。今後はこの相関器を使用し、さらなるブラックホールなどのコンパクト天体の研究をますます推し
進めていくことが可能となるだろう。 

表2. 山口、鹿島それぞれの開口能率とTsys(仮定値) 


